
!⽇本維新の会 2022.3.27

古い政治を壊し、新しい政治を創る

⽇本維新の会 中期経営計画
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©⽇本維新の会2022

政策目標 行動目標

⽇本維新の会中期経営計画



現状把握 ⼤阪にて誕⽣した「維新の会」は結党10年を超え、
国政政党としても10年⽬を迎えた。
まずはさまざまな観点から組織の現状を把握し、現状分析を⾏う。

⽬標設定 現状を正確に把握した上で、今後の国政選挙や
統⼀地⽅選挙をターゲットにして、
短期・中期・⻑期に分けて⾏動⽬標を設定。

実⾏戦略 設定した⽬標を達成するための具体的な戦略を⽴案。
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⽇本維新の会中期経営計画

©⽇本維新の会2022
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⼤阪市

堺市

豊中市

⾼槻市

吹⽥市

枚⽅市

寝屋川市

東⼤阪市

⼋尾市

茨⽊市

岸和⽥市

池⽥市
箕⾯市

能勢町

豊能町

摂津市

島本町

泉⼤津市

和泉市

⾼⽯市

忠岡町

⾙塚市

泉佐野市

泉南市
阪南市

熊取町⽥尻町

岬町

守⼝市

⼤東市
⾨真市 四條畷市

交野市

柏原市

富⽥林市

河内⻑野市

松原市

⽻曳野市

藤井寺市

⼤阪狭⼭市
太⼦町

河南町

千早⾚阪村

現⾸⻑ ⼀覧（推薦者除く）

・⼤阪府知事

・⼤阪市⻑・堺市⻑ ・枚⽅市⻑
・守⼝市⻑・⾨真市⻑・箕⾯市⻑
・⼋尾市⻑・柏原市⻑・池⽥市⻑
・⾙塚市⻑・阪南市⻑・⽻曳野市⻑
・岸和⽥市⻑
・豊能町⻑・太⼦町⻑ ・熊取町⻑
・忠岡町⻑

※順不同2022年3⽉26⽇時点

計：18⾸⻑

現状把握

©⽇本維新の会2022
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現 国会議員

15 名
2022年3⽉26⽇時点

衆議院議員 41 名 参議院議員

現状把握

©⽇本維新の会2022

56名
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現状把握

⽇本全国地⽅議員（⼤阪除く）⼤阪府下地⽅議員
約250名 約150名

©⽇本維新の会2022
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⽇本維新の会中期経営計画

©⽇本維新の会2022

現 状 把 握

【短期目標①】
参 議院選挙

【短期目標②】 統一地方選挙

【中期目標】 次 期 衆 議院総選挙

実行戦略

実行戦略

実行戦略2022年
7⽉

2023年
4⽉

202X年
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⽬標設定

©⽇本維新の会2022

短 期 ⽬ 標 ①

現在の議員数：⾮改選9名＋改選6名

2022年7⽉参議院議員選挙
合計議員数 21名以上

※予算関連法案提出に必要な最低議員数

12名以上の当選必達
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⽬標設定

©⽇本維新の会2022

短 期 ⽬ 標 ②
2023年 統⼀地⽅選挙 後

地⽅議員数 600名以上

⼤阪以外の地⽅議員数

現在 約150名から300名以上へ倍増



9

⽬標設定

©⽇本維新の会2022

次期衆議院選挙

中 期 ⽬ 標

野党第⼀党を獲得！
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実⾏戦略

©⽇本維新の会2022

戦略実⾏のための共通コンセプト

⺠間に例えると
「ベンチャー企業、地域限定企業」から
「上場準備企業、全国展開企業」への戦略的⾶躍
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実⾏戦略

©⽇本維新の会2022

新しい政党、新しい政治の在り⽅を
広く国⺠へ訴求すること

戦略実⾏のための共通コンセプト 2
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実⾏戦略

©⽇本維新の会2022

政権獲得への意思を明確に持った野党第⼀党として
必要な要素をすべて兼ね備えた組織を構築すること

戦略実⾏のための共通コンセプト 3
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実⾏戦略

©⽇本維新の会2022

戦略⽴案チーム「党改⾰PT」

党幹事⻑
藤⽥⽂武

党総務会⻑
柳ヶ瀬裕⽂

衆議院議員
守島正

⼤阪府議会議員
横⼭英幸

堺市議会議員
的場慎⼀

党政調会⻑
⾳喜多駿

参議院議員
⾼⽊かおり

衆議院議員
⾦村りゅうな

⼤阪府議会議員
杉江ゆうすけ

⼤阪市会議員
藤⽥あきら
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実⾏戦略

©⽇本維新の会2022

地⽅組織の強化

⼈財発掘プロジェクト

全国政調会⻑会議

党本部機能の強化

1

2

3

4
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実⾏戦略

©⽇本維新の会2022

地⽅組織の強化1

擁⽴⽬標設定

地⽅選挙分析

総⽀部
事業計画 実⾏

各都道府県総支部準備

承認

承認によるサポート

評価
フィード
バック

党本部サポート

連
携

⼤阪から始まった維新の改⾰を全国に拡げていくためには
地⽅組織の強化は必須課題。以下のような取り組みを進めます。
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実⾏戦略

©⽇本維新の会2022

2021年まで

地⽅組織の強化：活動資⾦の戦略的配分1

ベース活動費
ベース活動費

増額

事業計画⽴案制による
プラスα運営資⾦

2022年1⽉〜

特別党員数に応じた
インセンティブ制
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実⾏戦略

©⽇本維新の会2022

地⽅組織の強化1

選挙対策班
通称イージス

応援議員の派遣
選挙対策チームの投⼊

人的サポート 広報サポート

WEBサポート
チラシなどの広報物

総⽀部運営計画 選挙分析結果

上記内容に基づいて各地方の支援を行っていきます。
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実⾏戦略 メインビジュアルの策定

©⽇本維新の会2022

メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
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実⾏戦略 ⼈財発掘プロジェクト

©⽇本維新の会2022
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©⽇本維新の会2022

実⾏戦略 それぞれのストーリー

それぞれの政治に懸ける想いを
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実⾏戦略 若者・⼥性候補者発掘

©⽇本維新の会2022



全国から政策を
吸い上げ

22

実⾏戦略

©⽇本維新の会2022

全国政調会⻑会議（党政調会）3
国と地⽅の⽔平的な役割分担のもと、全国から現場実態に沿った政策を吸い上げ

実践事例を
全国に展開

法改正が必要なものは国会で議論 地⽅で実践可能なものは全国に展開

ための仕組みとして創設地⽅から国の形を変える
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マンガ ⽇本⼤改⾰プラン 〜わかりやすい訴求〜

©⽇本維新の会2022

改
革
の
呼
吸
　
壱
ノ
型

　『
社
会
保
障
制
度
改
革
』
斬
り
！

フ
ア
ン
ニ
ス
ル
ゴ
ン
が

や
ら
れ
た
！

し
っ
か
り
し
ろ
！現

行
の
日
本
の

社
会
保
障
制
度
は

「
企
業
中
心
」
と
い
う

問
題
点
を
抱
え
て
い
る

前
述
の
古
く
持
続
可
能
な

年
金
制
度
に
加
え

ベーシックインカム
（最低所得保障制度）

企業中心の
ムラ社会保障制度　　　

VS

11

必
殺
!!
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4

実 ⾏ 戦略

党本部機能の強化：政治活動をバックアップするサポート体制

野党第⼀党として、
国⺠の負託に応えられる政党経営を⾏い、
名実ともに⾃公政権に対抗する、
もう⼀つの選択肢たり得る組織を構築すること。

©⽇本維新の会2022

党本部運営コンセプト
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実⾏戦略

©⽇本維新の会2022

党本部機能の強化4

党本部職員の体制強化

1

2

3

計画的 かつ 戦略的な採⽤計画、⺠間企業からの積極採⽤

組織拡⼤を⽀える重要部⾨（選対本部 / 広報本部等）の常設化

党職員の働き⽅改⾰を実現し “選ばれる組織”へ

⽬標達成のための機動的な本部組織へ



誰もが変わらなければならないと分かっている転換期。しかし、変われずに衰退し続ける⽇本。
新しい時代を切り拓くため、経済成⻑と格差解消を実現するグレートリセットが必要ではないか。

26

漠然とした不安が蔓延する社会。

⼈⼝減少・超少⼦⾼齢社会の⼤激震。

東京⼀極集中は⽌まらず、地⽅の衰退は進む。

GDPが⾃然増しない⽇本経済、勢いを失う⽇本企業。

流動性の低さによる社会の活⼒のなさ。既得権益による抵抗。

社会を不安定化させる不合理な格差と、下がり続ける可処分所得。

失われた30年。徐々に衰退し世界に取り残される「茹でガエル状態」の⽇本。

災害⼤国、⽇本。コロナで浮き彫りになった有事に対応できないセーフティネット。

中⻑期の国家ビジョンを持ち合わせず、場当たり的な現状維持・微修正型に終始する政治。

国家的危機にも覚悟を⽰せず、⻑年先送りにされてきた構造的課題に挑戦する気概がない政治家。

⽇本の危機感

©⽇本維新の会2022

現
在
の
延
⻑
線
上
に
︑解
決
策
は
無
い
︒

今こそ、
「⽇本⼤改⾰」を。


